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チェーン全体の約 5%のレタスを供給 

農業生産法人・株式会社モスファームすずなりを設立 
遠州灘に面した温暖な気候を生かし厳冬期のレタスを生産 

 

モスバーガーを展開する株式会社モスフードサービス（代表取締役会長兼社長：櫻田 厚、本社：東京都

品川区）では、モスバーガー店舗で使用する生鮮野菜の安定した調達と産地との協力体制強化を目指し、

農業生産法人・株式会社モスファームすずなり（代表取締役社長：鈴木 貴
よし

博
ひろ

、静岡県磐田市）を設立し

ました。この 6 月より本格的な作付けを開始します。遠州灘に面した温暖な気候を生かし、とくに厳冬期

（12 月―2 月）に安定した品質のレタスを生産しモスバーガー店舗へ供給することを目指します。レタス

の年間収穫量は約 300 トンを想定しており、そのうち 100 トン（当チェーン全店の年間使用量の約 5%程度）

はモスバーガー店舗で使用します。当社として、農業生産法人を設立するのは 3例目となります。 

*2006 年に株式会社サングレイス（静岡県菊川市）、2013 年に株式会社モスファーム熊本（熊本県八代市）を設立しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

株式会社モスファームすずなりは、モスフードサービスと株式会社鈴生
すずなり

（農業生産法人、代表取締役社

長：鈴木 貴博、所在地：静岡県静岡市）、ならびに個人の生産者などとの共同出資会社で、資本金は 5,000

万円です。当社は、新会社に対し 3,000 万円を出資し、60％の株式を保有する株主となりますが、議決権

ベースは 24.8％で 1／4以下※1となります。 

  
※1一般株式会社の農業生産法人への出資について・・・ 

農地法により「株式の譲渡制限」があり、農業関係者（農家、農協等）以外の構成員は、総議決権の 1／4 以下と、 

   決められています。 

「株式会社モスファームすずなり」の設立目的は以下の通りです。 

1．ハンバーガーやサラダに必要不可欠な「レタス」の冬季（特に 12月～2月の厳冬期）における安定供給 

2．社員研修や食農教育イベントを行える農場の確保 

3．希少品目野菜等の試験栽培を行うための圃場の確保 

4．静岡県西部地区の耕作放棄地の活用 

5．新規就農者の育成と、次世代につながる農業者・土壌の育成 

 

モスフードサービスでは、「人間貢献・社会貢献」の経営理念のもと、「おいしさ、安全、健康」という 

考え方を大切にした商品と「真心と笑顔のサービス」とともに提供することに一貫して取り組んでいます。 

食全般に対する関心が高まる中、外食産業と農業生産現場との協働は必要不可欠な要素となりつつありま 

す。日本の農業は農業者の高齢化、次世代の担い手不足、栽培技術継承の停滞など、早急に解決が必要な 

課題が山積しています。当社ではあらゆる角度から実りのある協力体制を模索し、日本国内の農業や地域

社会へ貢献していく考えです。 

【農場看板イメージ】 



＜株式会社モスファームすずなり 概要＞ 

株式会社モスファームすずなりは、静岡県磐田市に農場（磐田農場）を保有し、総作付面積は約 3.6 ヘ 

クタール （約 10,800 坪）です。ふんわりとした形状で歩留りがよく当社の規格にあうレタスの生産を目 

指します。また、輪作体系の中で枝豆も栽培し、豆類特有の共生菌である根粒菌の効果により圃場の肥沃 

度の向上および土壌改良を図っていきます。磐田農場は遠州灘に面し、冬期は比較的温暖な気候と「遠州 

のからっ風」と言われる西からの乾いた風により作物が病気にかかりにくい栽培環境です。圃場は、耕作 

放棄地を解消し土壌改良を行ったことでレタス栽培に向いた礫混じりの水はけの良い圃場となります。 

今後、周辺の耕作放棄地を中心に農地を集積し、3～5年を目途に、10～15 ヘクタールまで拡大する見 

通しです。 

■設立      ：2014 年 4 月 1 日（火）※本格作付け開始は、2014 年 6月 

■商号   ：株式会社モスファームすずなり（農業生産法人） 

■資本金  ：5,000 万円 

■所在地  ：静岡県磐田市西貝塚 208-1（事務所設置は 10 月下旬予定） 

■代表者  ：代表取締役社長 鈴木 貴博（すずき よしひろ） 

（株式会社鈴生（すずなり） 代表取締役社長） 

■おもな役員  ：取締役 佐藤 秀行（株式会社モスフードサービス 商品本部 

アグリ事業グループ チーフリーダー） 

■施設   ：磐田農場（静岡県磐田市） 3.6 ヘクタール 

■おもな出資者と議決権 ：株式会社モスフードサービス、株式会社鈴生、鈴木農園 

 

＜参考＞ 

◇『モスの生野菜』について 

日本全国約3,411軒（2014年度）の協力農家により、農薬や化学肥料に極力頼らない方法で生産された野 

菜を、『モスの生野菜』と呼んでいます。安心・安全でおいしい野菜は良い土が育てると考え、土壌の成

分を分析し、土に必要な栄養分を必要な量だけ与えるという土づくりにこだわった農法を積極的に推進し

ています。モスバーガーのお店では、その日に届く野菜の産地と生産者を店内に掲示し「生産者の顔が見

える野菜」としてご提供しています。   

◇株式会社鈴生（すずなり）について 

2003 年より当社との契約栽培を開始。主に関東、静岡地区のモスのお店に、特別栽培農産物（農薬散布 

回数、化成窒素施肥量、静岡県慣行基準の 5割以下）のレタスを供給している農業生産法人です。現在株 

式会社鈴生は、静岡県内で約 75ha の農場を運営しています。農家出身者以外でも農業を目指す若者たちに 

門戸を開き、栽培技術の指導および生産した農産物の流通販売を手掛け、過去 4軒の独立農家を育成して 

きました。また県内で約 10ha の耕作放棄地を農地に転換してきた実績もあり、静岡の農業界をけん引する 

活気ある若手農業者達が集う会社です。 

■資本金 300 万円  

■売上高 40,000 万円 

＜この件に関する問い合わせ先＞ 

株式会社モスフードサービス 広報 IRグループ  TEL. 03-5487-7371 FAX. 03-5487-7389 

〒141-6004  東京都品川区大崎 2-1-1 ThinkPark Tower 4F 

http://www.mos.co.jp  E-mail. pr@mos.co.jp 
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